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資料６ 

表彰式（記念イベント）について 

 

＜今年度の開催形態について＞ 

○当コンテストの周知をより広く行うために、今年度も事前登録をいただいた

うえで一般観覧者も参加可能とする。 

 

＜表彰式のプログラムについて＞ 

①表彰状授与（55 分） ※司会は外部から手配 

○全体の流れとして、企画コンテストの賞状授与、全体講評、写真撮影を予定

している。例年通り、全体講評については座長にお願いいたしたい。 

 

○今年度も、表彰状授与の折にご出席の審査委員をご紹介する時間を設ける予

定である。 

 

②受賞者による企画内容の発表（70 分） ※司会は環境省 

○昨年度より 20 分延長した。大臣賞受賞者及び３協会受賞者には今年度も企画

内容の発表をしていただくことを予定している（質疑応答の時間を含めて１

企画あたり 10～13 分程度）。また、大臣賞受賞者及び３協会受賞者と異なる

発表時間、方法になると思うが、入賞者についてもなるべく発表の機会が与

えられるように事務局で検討している。 

   

○受賞者には「コンテストに応募しようとしたきっかけ」、「応募のための作業

で特に苦労した点」、「応募のための作業でやりがいを感じた点」、「受賞され

てから地元でどのような反応があったか」、「企画実現に向けてどのような動

きがあるか」等を話していただく。 

 

○受賞者による企画内容の発表後、審査委員には、「どのような印象や感想を持

ったか」「どういうところが優れていると感じたか」「企画を実現していく中

で気をつけて欲しいこと」などをご発言いただきたいと考えている。 

 

○受賞者による企画内容発表後の休憩時間（15 分間）などを利用して、審査委

員と受賞者等様々な出席者の交流の機会が生まれればよいと思っている。 

 


